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2018年度収支報告(2018.4.1-2019.3.30)

 収入

受取会費 ¥50,000

受取寄付金 ¥10,000
受取助成金等 ¥2,136,400
事業収益 ¥6,900,534
その他（利息等） ¥21

収入合計　¥9,096,955

 支出
事業費 ¥4,865,591
管理費 ¥181,784

支出合計 ¥5,047,375

 収支

経常外費用・法人税等 ¥0

前期繰越正味財産 ¥2,032,741

次期繰越正味財産 ¥6,082,321

今年度は、公立高校の学校改革が本格化。東京都立第一商業高校において、三カ年の学校改革プロジェクトを進める
ことが決まり、多様なメンバーとともにカリキュラムデザインや授業づくりを実施してきました。他分野に渡る企業
やNPO、そして多くの学生・社会人など、一年間を通じて約400名の方々に参画いただきました。また「PBL(Project 
Based Learning)」に関する教員研修を実施するなど先生のサポートも強化したり、新たに企業向けのPBLプログラム
も始まり、新しい事業が生まれた年となりました。 
そこで、さらなる価値創造にむけて団体のビジョンとミッションを再策定を行いました。「教育の再定義」という
ミッション実現にむけ、多角的な視点やステイクホルダーと共に、引きつづき、学びの探究に取り組んできます。

一年間を通じて

3カ年学校改革プロジェクト：東京都立第一商業高校

学校プロジェクト：長野県でのPBL教員研修

学校と社会を繋げる：人材育成プログラム「SOUTEIGAI」

2018年度では、1年生を対象に「会いたかった、あの人」を自分で
選び、インタビューまで実践する授業を実施。生徒が書いた企画書
を通じて、東京FCの社長さんや集英社のジャンプ編集部、声優さん
など14名との取材が叶うことができました。実現までの過程では、
芸術・対話・建築など各分野のプロフェッショナルから力をお借り
し、街あるきやワークショップを開催。 
普段とは全く違う新鮮な時間や、個を尊重する対話の姿勢からか、
当初は出来ない理由や消極的な姿勢を見せていた生徒たちでした
が、左の写真のように全員総立ちで話し合うシーンまで現れ、人と
学びの可能性を強く感じさせられる一年目になりました。 

「週一なのが悲しいです。週三くらいあったらいい」 
「考える事が多くなった。一つのことを深く考えるようになった」 
「難しいとかじゃなく、人と人が関わることは楽しいと知った」 

東京都の商業教育では、資格や検定取得偏重の授業から実社会のな
かで学び動かしていく教育へと改革が進められており、我々も公立
の現場に寄り添い、実現への歩みを進めたいと思います。

Pick Up News!

今年度の新たな取組みとして、公立高校の学校改革をフィール
ドとした企業向け人材育成プログラムをスタート。 

生徒たちとの対話や学びづくりを起点に、自分自身の＜Will>
と向き合う、半年間にわたる長期プログラム。高校での授業づ
くりに参画して生徒の「やりたい」を支えることで、自分自身
の未来や、会社・社会の未来を考えていくもの。 
プログラム後半では、一人ひとりに「マイプロジェクト」を考
えてもらい、社内のコミュニケーションをどう変えていくか
や、共働きでの子育て改善プロジェクトなどが誕生。実際に取
り組み、リフレクションを重ねました。 

「VUCAの時代」と言われる不確実性や多様性が一層高まって
いく社会のなかで、どのようなパラダイムシフトが起きている
のか。これからの組織や仕事のあり方はどうあるべきか。 
年齢も職業も違うメンバーとの対話を通じ、自分自身や周囲
に対する「変化」と「変化の可能性」を持ちかえっていただき
ました。
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社外からも多様なメンバーに集まっていただ
き、2ヶ月間に及ぶ毎週の議論を経て、ビジョ
ンとミッションを再構築しました。

生まれ育った環境をこえて、 
一人ひとりが想定外の未来をつくる 
Going beyond your upbringing: 
Within You, Infinite Future. 

MISSION：教育の再定義

「学校が変わっていく必要性は感じているが、どうしていいか分か
らない」あちこちから聞く先生たちの本音。 
長野県では全4回・4ヶ月にわたる「PBL研修」を実施し、元文部科
学省大臣補佐官の鈴木寛氏の講演のほか、机上だけでなく、実際に
参加者全員で１つの授業を実施しました。研修中の振り返りでは、
これからの学びのあり方には正しい方法論や正解がないことの面白
さと困難さ、また一人ひとりが既存の教育観や教師像からのパラダ
イムシフトを起こす必要性が聞こえてきました。


